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タンデム加速器を利用して、14 MeV N+ + He 及び 21 MeV N2+,3+ + He の系において入射イ

オンから放出される Auger 電子および Coster-Kronig 電子を、0 度電子分光法を用いて、高

分解能で測定した。得られたスペクトル線に対して、理論と比較しながら遷移エネルギーの

同定と、励起・電離機構に関する考察を行った。 
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１．目的 

 宇宙物理や天体物理、放射線化学や放射線物理において、重要な役割を果たす、C、N、O

を含めた軽元素について、中性原子だけではなく、その原子イオン状態における電子構造や

電子過程を明らかにすることがこの分野の重要な研究課題のひとつである。 

 本研究では、0 度電子分光法により、Auger 遷移や Coster-Kronig(C-K)遷移に関与する高

電離イオンの電子構造や 1 電子及び 2 電子の関与する電離・励起過程の実験的研究を行う。

原子構造理論との比較により、高電離イオンの原子構造を決定する。 

２．方法 

 高エネルギー高電離重イオンの発生には、ECRIS を備えたタンデム加速器を利用した。イ

オンの電荷を変化させながら、イオンのエネルギー（イオンの速度）が出来るだけ一定にな

るように加速電圧を調整した。高分解能電子スペクトルを測定するために、H2 ビームライン

の超高真空チェンバーに設置された 0 電子分光装置を用いた[1]。今回は、標的に He ガスを

使用して、１電子のみの励起/電離が起きる実験条件とした。入射イオンには、14Nq+イオンを

用いて、高分解能電子スペクトルを測定した。 

３．研究成果 

 Neq+イオンを用いた研究では、He ガスを標的として実験を行い、1 電子励起/電離過程によ

る Auger 遷移および C-K 遷移スペクトル線を観測した。入射 N イオンの電荷 q+を 1+～3+ま

で変化させて、入射 N イオンのエネルギーは 1.0-1.5 MeV/u とした。N3+イオンを用いた研究

では、4 電子系の 1s22pnl からの C-K 遷移線を確認した。このとき得られたスペクトル線は、

2 電子性再結合過程で得られるスペクトル線とは異なる角運動量分布を示すことを見出した。

そのほか、N1+,2+イオンの場合にも、C-K 遷移線や Auger 遷移線を観測した。現在、スペクト

ル線の同定を行っている[2]。 

４．結論・考察 

 He ガスを標的とした、1.0-1.5 MeV/u Nq+イオンを用いた実験では、主に 1 電子励起/電離

過程による Auger 遷移および C-K 遷移スペクトル線を観測した。今後、標的を重い希ガスに

して、多重励起/多重電離により生じるスペクトル線の観測を行いたい。 
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